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研究成果の概要（和文）： 

本研究課題である「スピン流と電子物性調整班」は、A04「スピン流と電子物性」班の研

究目的を遂行するために編成されたものであり、A04 班の研究に関する動向調査や研究戦

略の策定、班内における情報交換や共同研究の促進を行った。 

 
研究成果の概要（英文）： 

This project has been organized to promote the activity in the group A04 ”Spin 

current and electrical properties”. For this purpose, we have done the followings:  

research survey concerning the project of the group A04, drawing up the research 

strategy, promotion of information exchange in the group A04, and promotion of 

collaboration in the group A04.  
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１．研究開始当初の背景 

金属人工格子における巨大磁気抵抗効果
の発見は、電気伝導における電子スピンの
重要性を認識させ、電子の二つの自由度で
ある電荷とスピンの両方を利用するスピン
エレクトロニクスと呼ばれる分野へと発展
してきた。巨大磁気抵抗効果は磁化状態変
化による電気伝導の劇的変化であるが、研

究開始当初は、この逆効果である電流によ
る磁化状態制御が盛んに研究されていた。
これらの発展として、スピン流と電子との
相関によって生じる諸物性についての興味
が持たれ始めていた。特にスピン流と電子の
運動（電流）や磁気モーメントとの相関につ
いての議論がされ始めていた。 
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２．研究の目的 

 特定領域研究「スピン流の創出と制御」に
おける研究項目 A04「スピン流と電子物性」
では、スピン流と電子との相関によって生じ
る諸物性の研究を行い、特にスピン流と電子
の運動（電流）や磁気モーメントとの相関に
ついて明らかにすることを目的としている。
スピン流⇔磁化の変換、スピン流⇔電流の変
換、に関して理論と実験の両面から研究する。
これにより、スピン流とスピンダイナミクス
の相関を明らかにしスピントロニクスの新
しい発展に寄与する。具体的には、スピン流
と磁気構造の相関を小野が、スピン流と電流
の相関を勝本と齊藤が担当し、これらの研究
課題の理論を前川と多々良が構築するとい
う体制をとっている。本研究課題である「ス
ピン流と電子物性調整班」は、上述の A04「ス
ピン流と電子物性」班の研究目的を遂行する
ために編成されたものであり、A04 班の研究
に関する動向調査や研究戦略の策定、班内に
おける情報交換や共同研究を促進させるこ
とを目的とする。 

 

 

３．研究の方法 

 スピン流と電子との相関によって生じる
諸物性の実験的研究（3 名）、および理論解析
2 名）の計 5 名の計画研究代表者により構成
されている。平成 20 年度までは、各研究代
表者による研究動向調査や相互の情報交換
を通して、共同研究の促進・発展に努めた。
また、平成 20 年度より、公募研究代表者 1

名が研究項目 A01 に採択された。平成 22 年
2 月 15-17 日にはスピン流と電子物性調整班
内の研究会が開催され、研究代表者、分担者、
協力者合わせて 20 名が一堂に会し、活発な
研究討論を行った。 

 
 

４．研究成果 
班員の具体的活動状況は以下の通りであ

る。 

(1)スピン流による磁気構造のナノスケール
制御（小野） 

調整班代表者として、スピン流と電子物性全
般に関する研究動向調査と分析、ならびに公
募研究者との計画調整を行った。 

(2)単電子スピン制御（勝本） 

調整班員として、希薄磁性半導体を用いたス
ピントロニクスにおけるスピン流と電子物
性全般に関する研究動向調査と分析、ならび
に他研究項目との共同研究の調整を行った。 

(3)ナノ磁性体におけるスピン流‐電磁場変
換（齊藤） 

調整班員として、スピンホール効果および逆
スピンホール効果に関する研究動向調査と

分析ならびに他研究項目との共同研究の調
整を行った。 

(4)逆スピンホール効果の微視的理論と応用
（多々良） 

調整班員として、スピン流と磁化ダイナミク
スに関する研究動向調査と分析を行った。 

(5)磁壁運動によるスピン流と起電力（前川） 

調整班員として、スピン流と磁化構造におけ
る相互作用に関する研究動向調査と分析、な
らびに理論と実験の共同研究の調整を行っ
た。 
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